
1. 単元デザイン

2. 単元で育成する資質・能力

合同の観点で振り返る

合同な平行四辺形を作
図し、三角形の作図方
法が適用できるかを考
え、作図方法を拡張さ
せる。

① ② ③　本時 ④ ⑤ ⑥

様々な大きさの四角形
を作図し、構成要素に
着目した作図方法が一
般的に適用できることを
理解する。

合同な図形を組み
合わせて別の図形
を作る活動を通し
て、既習図形に対
する見方をさらに深
める。

　合同な図形を作図しようとする中で、必要最小限の構成要素に
着目するだけで図形が決まることを見い出し、その性質を活用した
作図の過程を、筋道立てて考えて説明できるようにしていく。

高学年部会　7月　提案資料　５年　「合同な図形」 合同という新しい観点をもって既習の基本図形を改めて考察することで、図形を構成する要素についての意味理解を深め、限られた構成
要素によって図形が決まるという見方を身に付けることができる。

単元の主張

(ｱ) 図形の形や大きさが決まる要素について理解するとともに、図形の
合同について理解すること。
(ｲ) 三角形や四角形など多角形についての簡単な性質を理解するこ
と。

提案者　池上　真哉（谷本小）

育成する資質・能力

合同な三角形を作図す
る見通しを立て、全ての
構成要素を調べなくても
作図ができ、図形が決
まることを見い出し、筋
道立てて説明する。

合同の概念・性質

基本図形を折って重ね
る活動を通して、合同の
意味を理解する。合同
な形が広く世の中で使
われていることを知り、
よさに気づく。

合同な図形を構成要素
に着目して考察し、対応
する辺や頂点、角につ
いての性質を見い出し、
理解する。

様々な大きさの三角形
を作図し、構成要素に
着目した作図方法が一
般的に適用できることを
理解する。

特定の構成要素だけで
は図形が決まらないこと
があることを知り、図形
の性質の理解をさらに
深める。

⑦ ⑧

図形が決まることの理解・合同な図形の作図

①生きて働く「知識・技能」

　図形を重ね合わせたり、対応する辺や角を調べたりする活動を通し
て、合同な図形の概念を理解し、合同な図形のよさを感じ取ることがで
きるようにする。さらに、既習の基本図形を合同の観点で見直し、図形
に対する見方を広げる。合同であると決まるためには条件があることを
理解し、構成要素に着目して作図できるようにする。

③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」

・既習事項を適用したり、規則性に着目したりして、物事を発展的にと
らえて考えたり、統合してみようとしたりする態度

　三角形で学んだことが四角形で適用できるのかを考えたり、複数の
事象から規則性を見い出したりする学習活動を通して、物事を発展的
にとらえて考えようとする態度を育成する。また、発展して考えたことか
ら共通性やつながりを見い出し、統合してみようとする態度を育成す
る。

②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力」

(ｱ) 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成の仕方
を考察したり、図形の性質を見いだし、その性質を筋道を立てて考
え説明したりすること。

①図形の形や大きさが決まる要素について理解すること

③既習事項を適用したり、規則性に着目したりして、物事を発展的にとらえ、考えようとすること

②図形の性質を見いだし、その性質を筋道を立てて考え説明すること

②図形の構成の仕方を考察すること

①多角形についての簡単な性質を理解すること

②図形の構成の仕方を考察すること

①多角形についての簡単な性質を理解すること



3. 本時について

本時で働かす数学的な見方・考え方　　図形の構成要素に着目して、図形が決まるための条件を見出す。

本時の主旨
　
　本時では紙に写し取る場面を想起
させて、合同な三角形を作図するた
めに３つの頂点の位置を決めること
を確認し、問題に取り組む。問題解
決のためには、全てを調べる必要が
ないという見通しをもち、自ら調べる
対象を取捨選択していく。
　比較検討する中で、図形を作図す
るためには「最低限必要な構成要素
がある」ことに気づき、図形がなぜ決
まっていくのかを話し合う。
　そして３つめが見つけられたならば
４つめも見つける方法があるという考
えにつなげ、「最小限必要な構成要
素」を考察する中で、規則性を見い
出し、三角形と四角形の2つの場面
の考えを統合していく。

本時目標　　　合同な図形を作図するためにはすべての構成要素を調べる必要がないことを理解し、作図する方法を筋道立てて説明することができる。

○問題場面の把握
　
　合同な三角形を写しとるときには、辺をなぞるのではなく
３つの頂点だけを写し取るだけで十分なことを把握し、三
角形を作図することは３つの頂点を決めるであるという認
識につなげる。

○解決の見通し
　
　１つめの頂点を定めると、２つめは１辺の長さだけで決ま
る。２つめはただ一つの構成要素によって決まるとなると、
３つめの頂点は残りの５つの構成要素全てを使わなくても
見つけられそうだという見通しをもつ。

○考えを説明したり聞いたりする中で、作図に必要な構
成要素について考えを深める。
　
　３つめの頂点を見つけるために、どの構成要素を使って
調べたかを話し合う。その中で、すべての構成要素を調べ
る必要はなく、２つではできないが、最低３つの構成要素
があれば図形が決まり、合同な三角形が作図できることを
見い出す。

○三角形で学習した内容が、四角形でも適用できるのか
を考え、規則性に気づく。
　
　３つめの頂点を見つけた考えを適用して４つめの頂点を
見つける。頂点が増えても、同じ考えが適用できることに
気づく。

○本時を通して、できるようになったことや気づいたことな
どを振り返り、自己の変容を感じる。

　図形が決まるための限られた条件、そして発展的になっ
たときに適用できた考えや見つけた規則について振り返
る。

①図形の大きさや形が決まることと、３つの頂点の

位置を決めることを結びつけ、課題を焦点化する。

②図形を構成する要素に着目して、図形が決まる

ことを筋道立てて説明する。

③場面を発展させた場合でも、学習内容を適用して

解決し、考えを統合する。
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